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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月25日(2021.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成分（ａ）５５質量％以上９４質量％以下、成分（ｂ）４質量％以上４５質量％以下及
び成分（ｃ）０．０１質量％以上３０質量％以下を含む組成物を、直接皮膚に静電スプレ
ーすることを特徴とする皮膚上への被膜の製造方法。
　（ａ）水、アルコール及びケトンから選ばれる１種又は２種以上の揮発性物質、
　（ｂ）被膜形成能を有するポリマー、
　（ｃ）粉体。
【請求項２】
　直接皮膚に静電スプレーして皮膚上に多孔性被膜を形成する請求項１記載の被膜の製造
方法。
【請求項３】
　前記静電スプレーが、前記組成物を収容する容器と、前記組成物を吐出するノズルと、
前記容器中に収容されている前記組成物を前記ノズルに供給する供給装置と、前記ノズル
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に電圧を印加する電源とを有する静電スプレー装置を用いて行なわれる請求項１又は２記
載の被膜の製造方法。
【請求項４】
　成分（ａ）が、エタノール、イソプロピルアルコール、ブチルアルコール及び水から選
ばれる１種以上である請求項１～３のいずれか１項記載の被膜の製造方法。
【請求項５】
　成分（ａ）が、少なくともエタノールを含む揮発性物質である請求項１～４のいずれか
１項記載の被膜の製造方法。
【請求項６】
　成分（ａ）が少なくともエタノールを含む揮発性物質であり、揮発性物質中のエタノー
ルの含有量が５０質量％以上１００質量％である請求項１～５のいずれか１項記載の被膜
の製造方法。
【請求項７】
　成分（ａ）の含有量が前記組成物中に６０質量％以上９４質量％以下である請求項１～
６のいずれか１項記載の被膜の製造方法。
【請求項８】
　成分（ｂ）が、完全鹸化又は部分鹸化ポリビニルアルコール、ポリビニルブチラール樹
脂、ポリウレタン樹脂、オキサゾリン変性シリコーン、水溶性ポリエステル及びツエイン
から選ばれる１種又は２種以上である請求項１～７のいずれか１項記載の被膜の製造方法
。
【請求項９】
　成分（ｂ）が、ポリビニルブチラール樹脂及びポリウレタン樹脂から選ばれる１種又は
２種以上である請求項１～８のいずれか１項記載の被膜の製造方法。
【請求項１０】
　成分（ｂ）の含有量が、噴霧用組成物中に６質量％以上４０質量％以下である請求項１
～９のいずれか１項記載の被膜の製造方法。
【請求項１１】
　成分（ａ）と成分（ｂ）の含有量の比率（（ａ）／（ｂ））が、０．５以上４０以下で
ある請求項１～１０のいずれか１項記載の被膜の製造方法。
【請求項１２】
　エタノール（ａ）と成分（ｂ）の含有量の比率（（ａ）／（ｂ））が０．５以上４０以
下である請求項５～１１のいずれか１項記載の被膜の製造方法。
【請求項１３】
　成分（ｃ）が、着色顔料、体質顔料、パール顔料及び有機粉体から選ばれる１種又は２
種以上である請求項１～１２のいずれか１項記載の被膜の製造方法。
【請求項１４】
　成分（ｃ）の含有量が、前記組成物中に０．１質量％以上１５質量％以下である請求項
１～１３のいずれか１項記載の被膜の製造方法。
【請求項１５】
　成分（ｃ）と成分（ｂ）の含有量の比率（（ｃ）／（ｂ））が、０．００１以上２０以
下である請求項１～１４のいずれか１項記載の被膜の製造方法。
【請求項１６】
　前記組成物中に、さらに、２０℃において液体の極性油を含有する請求項１～１５のい
ずれか１項記載の被膜の製造方法。
【請求項１７】
　２０℃において液体の極性油が、炭化水素油、エステル油、エーテル油、高級アルコー
ル及びシリコーン油から選ばれる１種又は２種以上である請求項１６記載の被膜の製造方
法。
【請求項１８】
　前記組成物は、グリコールの含有量が１０質量％以下である請求項１～１７のいずれか
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１項記載の被膜の製造方法。
【請求項１９】
　前記組成物の用途がメイクアップ化粧料、紫外線防御化粧料及びスキンケア化粧料から
選ばれる化粧料である請求項１～１８のいずれか１項記載の被膜の製造方法。
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